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宇宙開発委員会第15回定例会議

　議0事　　次　　第
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昭和54年7月18日（水）

午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室，　▽

（1）第4号科学衛星（GORSA一切の打準

　　げ結果の評価について

（2）昭和54年度8～9月期のロケット打上げ

　　計画について

（3）麟宇宙空間平和利用委員会第221融合

　　について　　　’　　一

劉5－1第ね回宇宙験委旧慣例会謝認瞬旨㈱
委13－2　第4号科学衛星（CORSA－b）の打上げ結果の

委15－5
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姿13－6

参考配付

評価について（報告）

昭和54年度第1次観測ロケット実験計画概要（

昭和54年8月～9月）SESノートK一茄578

L－SG－5号機の実験SESノートK一彪579

丁曽一与00型ロケット6号機の実験打．上げ計画

書（昭和54年8。9一期）
国連宇宙空間平和利用委員会第2・2会期の結果に

ついて

⊃｛・一二C－4号機実験報告書　S：ESノート茄82



第12回宇蜜開発委負会（定例会議）

　議　　事　　要　．旨（兼）

1．　日　　時

2．場　　所

5．講　　題

4．資　　料

　・委12－1

　委12－2

5．出席者
　　宇雷開発委員会委負長代理

　　宇宙開奨委員会委員

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　説明者　　　　　　　　　．

　　第二部会スペースシャトル分科会長

　関係省庁職眞等

　　科学技術庁研究畿墜局長

　　　　〃’　長官官房審議官．

　　　　〃　　枡究調整局調整課長

　　文部省学術嗜眠詳審諸官

昭和54年7月4日（水）午後2時～5時

宇宙開発委員会会議室

第：二部会の審議結果について

第11回宇宙開発委員会（定例会議）議事肇旨（集）

宇宙開発委員会第二都会職告琶（その1）

逓商産業省機械情報産業局次長・，

i運輪省気象庁総務部長

郵政省電波監理局審議官
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　文部省学術国際局
　東京大学宇宙航空研究所

　宇宙開発家業団システム計画部

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　〃

郎務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　“　　　　〃　　宇宙国際誤長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発蘇長

6。議事i｝簿旨

　（1》前回虚像適意
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　　　　第11回宇宙開発委員会（定例会議）1議事要旨が碓認された。

　　（2｝第二部会の藩議結果について∫

　　　　吉識雅夫第二部会長及び荒木透第二部会スペースシャトル分科会長

　　　から資料委12－2に基づいて説明が行われ・以下の質疑応答が行われ

　　　たのち、報告魯が二二された・

　八藤ε今後、国内の企業又は超人が内外の商社に依頼してスペー

　　　スシヤトルを利用する場台や、SEPAC¢｝ようにN’ASAの

　　　公募（AO）に応じてスペースシャトルを利用する場合、それ

　　　らをどのように取り扱うのかについて検討しておく、必要があ

　　　る。

　吉識：今回の第二部会の審議は第一次材料実験に重点を置1いて行

　　　つたため、それらの潔いについて鰺議を行っていない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・網島：どこがスペースシャトル利用の窓口になるのかということ

　　　は行政上の尚題と恵うが・今衝具体的な問題が発生し醐

　　　合に委員会で検討することとしてはどうか・

　藁藤ε実験テーマ提案者が予備実験を自らの経輩負担で行うこ．と

　　　とされているが、これ嶺金面で苦しく妨場合も考測れ



、

●

　　　るので、華務局はその点も十分考慮して第一次材料実験の実

　　　施に当たって欲しvめ

　入蔭ニテーマの選定は宇宙1；i・ユ発那業団力雪一三して行うのか。

　吉誌濡宇宙開発墨業団だけで決めることは困勇：なので・委員会が

　　　何らかの方法でじ・，i与することが望ましいと思うQ

．　・顧テーマの選定の笑施に当たっては、聾前に検討し℃おくべ

．　　きことがあると考えられるひ・で・今後・委員会において審議

　　　を行う必裏二；がある。
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